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国大協TOPICS

「国立大学改革プラン」の公表を受け、
会長声明を発出
　　
　平成25年11月26日に「国立大学改革プラン」が公表され
たことを受け、国立大学協会は同日、「会長声明」を発出し
ました。（http://www.janu.jp/news/teigen/20131126-y-028.html）
　本声明では、各国立大学が、これまで取り組んできたそ
れぞれの強み・特色・社会的役割（ミッション）を踏まえた
機能強化を一層推進し、グローバル化、イノベーションの創
出、人材養成機能の強化等を着実に実行していく決意を改
めて示しています。
　併せて、「国立大学改革プラン」に対する各国立大学長
からのメッセージについても、当協会ウェブページで公開し
ています。（http://www.janu.jp/message-from-presidents.html）
　

文部科学省との意見交換会を開催
　　
　平成25年12月6日、下村文部科学大臣、布村高等教育局
長（当時）らの出席の下、「文部科学省との意見交換会」を
開催しました。文部科学省から、「国立大学改革プラン」や
「大学のガバナンス改革の推進について」（中央教育審議会
大学分科会組織運営部会 審議まとめ（案））等について説
明があった後、今後も各国立大学が社会からの期待に応
え、それぞれの強み・特色を活かした機能強化を進めるべ
く、活発な意見交換を行いました。

変化の激しい現代においては、生涯学び続ける力や
主体的に考える力を持った人材の育成が求められている。
大学における教育は、学生の能動的な学習を促す教育へと質的な転換を行う
必要がある。
今号は、「知の創造」をテーマに、「知の革新」を進める国立大学の「アクティブ
ラーニング」の取り組みを紹介する。新たな授業形態の創造による教育の質的
転換が学生にどのような変化と学びをもたらすのか。その成果と可能性に迫る。

　　　　　　　　　Episode 2

大学の授業から
１冊の書籍が誕生するまで。
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　　　      　　　　　　　　　    Episode 1

　　　プロジェクト活動の経験が、
　　　学生の主体性と創造性を育む。
　　　　　 ─秋田大学
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今、学生は！
東京海洋大学／川島進さん
　　　　　　　稲垣彬さん
　　　　　　　則武洋輝さん
総合研究大学院大学／望月建爾さん
名古屋大学／鈴木亜由子さん
広島大学／OPERATIONつながり
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国大協の動き（平成25年11月～平成26年2月）

平成25年 「『国立大学改革プラン』の公表を受けて（声明）」
  11月26日 を発出

  11月29日 「大学のガバナンス改革の推進について
   （素案）に対する意見」を発出

  12月2日 「科学研究費補助金予算の確保について
 （緊急声明）」を発出

  12月6日 臨時学長等懇談会を開催
 文部科学省との意見交換会を開催

  12月9日
   ～ 10日 平成25年度国立大学法人等若手職員勉強会を開催

平成26年
  1月24日 文部科学省からの平成26年度予算の説明会を開催

  2月14日 第5回理事会を開催

上記の内容については国大協ホームページ
（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

左：松本会長、中央：下村大臣、右：布村局長

「主体的な学習」を促す学習環境の整備状況 国
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大
学
で
は
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ク
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ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
促
す

た
め
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が
自
主
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習
を
行
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ペ
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サ
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テ
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Ｃ
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（出典）日本高等教育開発協会･ベネッセ教育総合研究所 大学生の主体的な学習を促すカリキュラムに関する調査 2013年より作成
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「
当
セ
ン
タ
ー
は
、
も
の
づ
く
り
実
践
教
育
の
推
進
と
創

造
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
、
そ
し
て
科
学
技
術
を
通
じ

た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
３
つ
の
目
的
を
柱
に
し
て
、

２
０
０
４
年
７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
月
１
回
の
割
合

で
地
域
の
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
無
償
の
『
子
ど
も
も
の

づ
く
り
教
室
』
を
開
い
て
い
る
の
は
、
地
域
貢
献
が
第
一
の

目
的
で
す
が
、
近
い
将
来
、
秋
田
大
学
に
入
学
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
、少
し
早
い
体
験
入
学
の
側
面
も
あ
る
ん
で
す
」

と
セ
ン
タ
ー
長
の
神
谷
修
教
授
は
語
る
。

　
「
そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
翌
年
に
始
め
た
の
が
『
学

生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
し
た
」
と
言
葉
を
引
き
継
い
だ

の
が
、
前
セ
ン
タ
ー
長
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
者
で
も

EP
ISO

D
E 1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
経
験
が
、

学
生
の
主
体
性
と
創
造
性
を
育
む
。

も
の
づ
く
り
の
活
動
で
地
域
社
会
・
地
元
企
業
と
も
連
携
。

学
生
自
ら
が
推
進
す
る
実
践
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

秋
田
大
学

名
付
け
て「
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
方
式
」。

知
識
と
技
術
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
型
実
践
教
育

神谷 修教授
（秋田大学大学院工学資源学研究科）
ものづくり創造工学センター長。専門
分野は機械材料学。親しみやすく、よ
り役に立つ事を目指してセンターを運
営。「子どもものづくり教室」を展開し、
地域への科学技術理解を広めている。

土岐 仁教授
（秋田大学大学院工学資源学研究科）
学生自主プロジェクトの生みの親。科
学技術に関する研究開発、理解増進な
どにおいて顕著な成果を収めたことに
より、平成23年度文部科学大臣表彰科
学技術賞を受賞。

プロジェクト型 
 教 育

　

近
年
、
各
教
育
段
階
に
お
け
る
優
れ
た
教
育
手
腕
が
脚
光

を
浴
び
、
全
国
の
教
育
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
秋
田

県
。
こ
う
し
た
環
境
に
あ
る
秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部
は
、

従
来
か
ら
、
学
生
の
主
体
性
を
育
む
「
実
践
的
教
育
」
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
学
部
の
教
育
改
革
の

一
環
と
し
て
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践
を
担
っ
て

い
る
の
が
、
も
の
づ
く
り
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
だ
。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─　
　
　
　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
導
く
、未
来
へ
の
実
践
能
力
。

知
の
創
造

学生自主プロジェクト第１号の「ハイブリッドロケット打ち上げプロジェクト」。現在、最多人員の約20名のメンバーで活動している。
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あ
る
土
岐
仁
教
授
だ
。「
学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
従

来
の
座
学
主
体
の
講
義
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
型
実
践

教
育
に
移
行
す
る
と
い
う
、
工
学
資
源
学
部
の
教
育
改
革
の

流
れ
の
中
で
始
ま
り
ま
し
た
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
型
実
践
教
育
と
は
、事
業
推
進
能
力
、

問
題
発
見
・
解
決
能
力
、プ
レ
ゼ
ン
、デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、知
識
や
技
術
を
有
機
的
・
複
合
的
に
組

み
合
わ
せ
活
用
す
る
工
学
デ
ザ
イ
ン
能
力
な
ど
、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
遂
行
力
」
を
学
生
に
習
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
。
同

学
部
は
、
基
礎
教
育
科
目
と
実
践
科
目
を
交
互
に
行
い
な

が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
「
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
方
式
」
と

名
付
け
た
特
色
あ
る
教
育
法
を
４
年
間
一
貫
し
て
行
う
こ
と

で
、学
生
の
自
主
性
・
創
造
性
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
最
近
は
、
学
生
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取
り
入

れ
た
教
授
法
で
あ
る
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｌ
）

の
必
要
性
を
説
く
声
を
様
々
な
方
面
か
ら
耳
に
し
ま
す
が
、

当
学
部
で
は
以
前
か
ら
、
知
識
の
定
着
だ
け
で
な
く
、
そ
の

活
用
を
も
目
的
と
し
た
高
次
元
の
Ａ
Ｌ
を
取
り
入
れ
て
き
ま

し
た
」
と
土
岐
教
授
は
自
信
を
持
っ
て
語
る
。

　

２
０
１
２
年
８
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
等
に
お
い
て

も
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て
Ａ
Ｌ
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
学
部
は
従
来
か
ら
取
り
組
む
教
育
改

革
に
お
い
て
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
に
Ａ
Ｌ
を
位
置
付

け
て
き
た
。
そ
の
教
育
内
容
や
教
育
方
法
は
民
間
調
査
機
関

等
が
行
う
調
査
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
A
L
を
体
現
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
も
の

づ
く
り
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
は
学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
れ
は
秋
田
県
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
学
生
が
自
ら
テ
ー
マ
を
考
え
「
も
の
づ
く
り
」
に
挑
戦
す

る
も
の
で
、
学
生
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
か
ら
、
選
定
審

査
に
係
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
実
際
の
活
動
の
推
進
、

活
動
成
果
の
報
告
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
チ
ー
ム
を

組
ん
で
実
践
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
採
択
さ
れ
る
と
、

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
活
動
資
金
、
技
術
情
報
や
施
設
物
品
が
提

供
さ
れ
る
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
る
が
、
地
域
や
企
業
と
連

携
し
て
行
う
実
際
の
活
動
は
す
べ
て
学
生
の
手
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
る
。

　

加
え
て
学
生
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
子
ど
も
も

の
づ
く
り
教
室
」
や
「
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
」
な
ど
に
お

い
て
、
活
動
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
、
教
育
指

導
体
験
も
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域
社

会
の
科
学
技
術
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
同
時
に
、
学
生

が
地
域
社
会
を
知
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
伝
統
的
な
鍛
冶
屋
技
術
の

伝
承
に
も
寄
与
す
る
「
カ
ジ
ヤ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
地
元

食
材
を
利
用
し
た
「
G
A
B
A
ヘ
ラ
ア
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の
も
多
く
、
学

生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中
で
開
発
し
た
も
の
が
特
許
を

取
得
し
た
例
も
あ
る
。
当
初
は
３
つ
だ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
、
２
０
１
３
年
度
は
13
に
ま
で
増
え
た
。

　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の

活
動
を
進
め
る
が
、
月
一
回
の
定
例
会
で
各
々
の
進
捗
状
況

を
報
告
し
合
っ
て
い
る
。
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
見
落
と
し
て
い
る
部
分
の
指

摘
が
あ
る
な
ど
、
別
視
点
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
見
ら

れ
る
と
い
う
意
味
で
、
学
生
に
と
っ
て
と
て
も
参
考
に
な
る

と
い
う
。

　

発
足
当
初
か
ら
続
い
て
い
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト

打
ち
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
年
長
メ
ン
バ
ー
の
川
端
洋

さ
ん
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
た
い
と
い
う
目
標
を
も
っ

て
工
学
資
源
学
部
に
入
学
し
、
学
部
１
年
の
時
か
ら
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ほ
ど
の
ロ
ケ
ッ
ト
好
き
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
良
さ
を
こ
う
語
る
。

　
「
う
ち
の
良
い
点
は
、
打
ち
上
げ
時
に
20
名
ほ
ど
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
ひ
と
つ
に
な
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ

高
度
に
整
備
さ
れ
た
教
育
環
境
下
で
、

も
の
づ
く
り
の
極
意
を
学
ぶ

「子どもものづくり教室」で竹トンボ
作りやペットボトルロケットに夢中
になる地域の小学生たち。ここで教
えることで、学生たちも同時に成長
していく。

発
足
当
初
は
３
つ
だ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

２
０
１
３
年
に
は
13
ま
で
に
増
加
。

「
チ
ー
ム
で
の
活
動
が
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
」

上：キャンパスで鍛造実験中の「カジヤプロジェ
クト」
下：「秋田まるごと！GABAヘラアイスプロジェク
ト」の「しょっつるアイス」試食会。



て
い
ま
す
」
と
語
る
三
浦
さ
ん
。
来
年
度
は
人
が
乗
れ
る
蒸

気
機
関
車
の
よ
う
な
、
大
掛
か
り
な
か
ら
く
り
に
挑
戦
し
た

い
と
目
を
輝
か
す
。

　

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
の
づ
く
り
活
動
の
中
で
、

学
生
は
多
く
の
失
敗
と
成
功
を
学
ぶ
。
こ
う
し
た
様
々
な
試

行
錯
誤
の
経
験
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
自
信
が
、
学
生
の
自

主
性
・
創
造
性
を
育
む
の
だ
。

　

秋
田
県
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
か
し
た
、
工
学
資
源
学

部
の
学
生
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
教
育
は
、
基
礎
学

習
と
実
践
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
独
創
性
に
富
ん
だ
多
く
の
工
学
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
輩
出
し
、
地
域
社
会
と
日
本
を
よ
り
豊
か
に
し

て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
中
核
を
成
す
も
の
づ
く
り
創

造
工
学
セ
ン
タ
ー
は
、
創
造
の
翼
を
以
前
よ
り
大
き
く
広
げ
、

輝
け
る
未
来
へ
飛
翔
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

プロジェクト活動の経験が、学生の主体性と創造性を育む。──秋田大学Episode 1

ロ
ケ
ッ
ト
は
総
合

工
学
と
い
わ
れ
て

い
て
、
い
ろ
ん
な

分
野
が
あ
る
の
で
、

ほ
か
の
学
生
が
何

を
や
っ
て
い
る
の

か
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
で
も
打
ち
上
げ
時
に
は
、
成
功
も
失
敗

も
共
有
で
き
る
ん
で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
冷
た
い
方
程
式
と
も

言
わ
れ
て
い
て
、
い
く
ら
努
力
し
て
頑
張
っ
て
も
、
点
火
し

た
瞬
間
か
ら
物
理
法
則
に
従
っ
て
飛
ん
で
行
く
の
で
、
祈
っ

て
も
ダ
メ
。
何
回
も
失
敗
し
ま
し
た
し
、
失
敗
す
る
と
落
ち

込
み
ま
す
。
で
も
成
功
す
る
と
も
う
！
２
０
１
１
年
に
学

生
団
体
で
は
日
本
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
海
上
回

収
に
成
功
し
た
ん
で
す
が
、
あ
の
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
」

　

一
方
、
大
学
を
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
で
再
現
す
る
３
Ｄ
マ
ッ
プ
を
制

作
中
の
「
秋
田
大
学
３
Ｄ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
こ
で
道

案
内
を
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
ル
ト
子
を

作
成
し
た
棚
村
憩
太

郎
さ
ん
は
学
部
３
年

次
の
４
月
、セ
ン
タ
ー

が
配
布
す
る
チ
ラ
シ

を
偶
然
手
に
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
。
３
年
間
の

活
動
を
こ
う
振
り
返

る
。

　
「
今
は
チ
ー
ム
14

名
の
う
ち
９
名
が
１

年
生
。
１
年
生
と
上

級
生
と
で
は
知
識
の

差
が
か
な
り
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
埋
め
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
市
販
の
ゲ
ー

ム
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
実
際
に

一
か
ら
作
る
と
な
る
と
と
て
も
難
し
い
。
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
の
連
続
で
し
た
け
ど
、
予
算
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
り
、
中

間
報
告
を
し
た
り
、
チ
ー
ム
全
体
で
活
動
し
た
こ
と
は
私
自

身
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
し
た
」

　

一
番
新
し
く
派
生
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
３
年
に

で
き
た
「
か
ら
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
メ
ン
バ
ー
５
名
の

リ
ー
ダ
ー
、
三
浦
祥
範
さ
ん
は
少
し
変
わ
っ
た
経
歴
の
持
ち

主
だ
。
社
会
人
と
し
て
の
経
験
を
経
て
、
教
員
免
許
取
得
の

た
め
秋
田
大
学
に
再
入
学
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
入
し

た
。「
初
め
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
メ

ン
バ
ー
へ
の
知
識
伝
達
や
月
例
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
、
い

ろ
ん
な
経
験
を
積
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
る

う
ち
に
目
覚
め
た
と

い
う
か
、
将
来
的
に

は
も
の
づ
く
り
教
育

の
方
へ
行
く
の
も
あ

り
か
な
と
思
い
始
め

輩
出
さ
れ
た
創
造
的
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、

科
学
技
術
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
果
た
す

本づくり
  体験授業

三浦祥範さん
（工学資源学部機械工学科学部４年）

茶運びからくりの「なまはげくん」。

秋田大学キャンパスを3D体験する。

棚村憩太郎さん（工学資源学研究
科情報工学専攻修士１年）

川端洋さん
（工学資源学研究科機械工学専攻
修士１年）

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─　
　
　
　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
導
く
、未
来
へ
の
実
践
能
力
。

知
の
創
造

5



部
の
異
な
る
学
生
が
チ
ー
ム
を
作
っ
て
活
動
す
る
、
い
く

つ
か
の
自
主
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
が
あ
っ
た
。
両

准
教
授
は
、
そ
の
機
運
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
学
生
主
体

の
教
科
書
を
つ
く
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

　
「
ま
ず
は
教
科
書
の
科
目
を
ど
う
や
っ
て
選
ぶ
か
、
と

い
う
の
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
」
と
中
村
准
教
授
。「
自
分
の

所
属
す
る
学
部
以
外
ど
ん
な
科
目
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
意
見
が
学
生
の
中
に
あ
り
、
学
内
の
魅
力
あ
る

授
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
と
考
え
た
ん
で
す
」

と
松
行
准
教
授
。
教
科
書
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
学
内

に
あ
る
大
阪
大
学
出
版
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
教
員
や

EP
ISO

D
E 2

大
学
の
授
業
か
ら

１
冊
の
書
籍
が
誕
生
す
る
ま
で
。

学
生
自
身
が
、
悩
み
議
論
し
方
向
性
を
見
出
す

新
し
い
授
業
形
態
、「
シ
ョ
セ
キ
カ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
阪
大
学

学
内
で
活
発
化
す
る

自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
乗
じ
て

教
科
書
を
つ
く
ろ
う
と
し
た

松行輝昌准教授
（大阪大学学際融合教育研究センター）
専門分野は経済理論、アントレプレナー
シップ。ベンチャー企業・社会起業家育
成にも取り組んでいる。2012年第21
回日本地域学会学会賞受賞。

中村征樹准教授
（大阪大学全学教育推進機構
 学部共通教育部門）
専門分野は科学技術社会論、科学技術
史。サイエンスカフェなどの科学コミュ
ニケーション活動や研究倫理教育にも
取り組んでいる。2012年、大阪大学
総長奨励賞（教育部門）受賞。

　
「
最
初
は
、
大
阪
大
学
の
授
業
を
も
と
に
し
た
特
色
あ

る
教
科
書
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
話
だ
っ
た
ん
で
す
」
と

語
り
始
め
た
の
は
松
行
輝
昌
准
教
授
、「
シ
ョ
セ
キ
カ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
監
督
教
員
だ
。
同
僚
の
中
村
征
樹
准
教

授
と
と
も
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
立
案
か
ら
終

了
ま
で
を
見
届
け
た
。
話
が
具
体
化
し
た
の
は
２
０
１
１

年
秋
。
背
景
に
は
、
当
時
学
内
で
活
発
化
し
て
い
た
、
学

本づくり
  体験授業

6

「ショセキカ」プロジェクトの最後まで残ったメンバーたち。向かって左から保道晴奈さん、大成晴華さん、山下英里華さん、平野雄大さん、山口裕生さん。



7

身
で
し
た
。
私
は
、
こ
う
い
う
タ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
説
明

を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
割
り
振
っ
て
い
っ
た
ん
で
す

が
、
自
ら
動
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
半
年
ぐ
ら
い
か
か

り
ま
し
た
ね
」。

　

ほ
と
ん
ど
の
学
生
た
ち
を
受
動
的
に
し
て
い
た
原
因
は
、

書
籍
出
版
の
作
業
工
程
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
、
交
渉
時
に

不
可
欠
な
敬
語
の
使
い
方
や
、
教
員
・
出
版
担
当
者
な
ど
の

社
会
人
と
の
接
し
方
の
不
慣
れ
さ
だ
っ
た
。
川
上
さ
ん
は
続

け
る
。「
原
稿
依
頼
、
メ
ー
ル
で
し
て
い
い
で
す
か
、
と
か

言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。
ア
ポ
を
取
り
、
直
接
会
っ
て
説
明
す

る
こ
と
が
、
い
か
に
大
事
か
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
言
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
勇
気
が
要
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
、
学
生

が
先
生
と
一
対
一
で
会
う
わ
け
で
す
か
ら
」。

　

学
生
は
教
員
や
学
外
の
書
店
担
当
者
な
ど
、
社
会
人
と
接

し
た
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
書
店
・
図

書
館
対
応
を
担
当
し
た
山
口
裕
生
さ
ん
（
法
学
部
２
年
）
の

よ
う
に
、「
目
上
の
人
に
、
こ
う
話
し
た
ら
変
に
取
ら
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
と
、
お
な
か
が
痛
く
な
り
ま
し
た

（
笑
）」
と
話
す
人
が
い
る
一
方
で
、
広
報
・
記
録
を
担
当
し

た
山
下
英
里
華
さ
ん
（
理
学
部
３
年
）
の
よ
う
に
、「
普
段

触
れ
合
え
な
い
社
会
人
や
接
点
の
な
い
学
部
の
先
生
方
と
直

接
話
す
機
会
が
持
て
て
、
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
自
分
に
生
か
せ
る
気
が
し
ま
す
」
と
話
す
人
も
い
た
。

　
「
書
籍
と
し
て
商
品
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
定
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ク
オ
リ
テ
ィ
を
満
た
し
な
が
ら
、
売
れ
な
く

学
生
と
一
緒
に
本
を

つ
く
る
の
は
画
期
的

だ
と
い
う
話
に
な
り
、

全
面
協
力
を
決
め
て

く
れ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
有
志
を

募
っ
て
活
動
を
始

め
て
は
み
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
は
活
発
に
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
２
０
１
２
年
10
月
、
今
度
は
授
業
科
目
と
し
て
開

講
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
受
講
者
の
募
集
に
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
躍
し
た
。

　
「
僕
は
中
村
先
生
と
“
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
友
だ
ち
”（
笑
）

な
ん
で
す
け
ど
、
先
生
が
そ
こ
で
新
し
い
授
業
の
呼
び
か

け
を
し
て
い
た
の
で
応
じ
た
ん
で
す
」
と
い
う
の
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
企
画
・
編
集
の
要
と
な
っ
た
平
野
雄
大
さ

ん
（
工
学
部
３
年
）。
広
報
・
コ
ラ
ム
執
筆
を
担
当
し
た

保
道
晴
奈
さ
ん
（
外
国
語
学
部
２
年
）
も
、
中
村
准
教
授

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
経
由
で
募
集
を
知
っ

た
と
い
う
。
他
に
も
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
ク
チ
コ
ミ
な

ど
本
づ
く
り
の
話
は
あ
っ
と
い
う
間
に
広
ま
っ
た
。

　

か
く
し
て
、「
シ
ョ
セ
キ
カ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
づ
く
り
が
、教
科
書
か
ら
一
般
書
籍
に
変
更
に
な
っ
た

の
は
、
学
生
プ
レ
ゼ
ン
の
結
果
だ
っ
た
。
教
員
２
名
と
大
阪

大
学
出
版
会
、
そ
し
て
紀
伊
國
屋
書
店
の
担
当
者
が
審
査

員
と
な
り
、
学
生
に
よ
る
企
画
コ
ン
ペ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

提
案
さ
れ
た
４
つ
の
ア
イ
デ
ア
の
う
ち
、３
つ
が
教
科
書
用
で

は
な
く
一
般
書
籍
用
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
な
ら
教
科
書
に
限
ら

ず
、
学
内
の
面
白
い
話
を
ま
と
め
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
う
ち
の
２
案
を
再
審
査
し
、
２
０
１
３
年
３
月
の

出
版
会
議
で『
ド
ー
ナ
ツ
を
穴
だ
け
残
し
て
食
べ
る
方
法 

越

境
す
る
学
問
─
穴
か
ら
の
ぞ
く
大
学
講
義
』の
書
籍
化
が

決
定
し
た
。思
わ
ず
読
み
返
し
た
く
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
書
名

は
審
査
員
の
注
目
を
集
め
た
。「
気
づ
い
た
ら
、学
ん
で
い

た
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、各
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
大
阪
大

学
の
教
員
が
、
ド
ー
ナ
ツ
を
穴
だ
け
残
し
て
食
べ
る
方
法

に
挑
む
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
元
ネ
タ
は
ネ
ッ
ト
上
に
あ
っ
た
ト
ン
チ
問
題
だ
そ
う
で

す
が
、
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
答
え
が
な
い
と
い
う
、

学
問
の
真
髄
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
中
村
准
教
授
。

「
多
方
面
か
ら
執
筆
者
を
選
べ
る
の
も
魅
力
で
し
た
」
と
松

行
准
教
授
。
こ
う
し
て
書
籍
化
へ
向
け
、
学
内
の
様
々
な

分
野
の
教
員
た
ち
へ
の
原
稿
依
頼
が
始
ま
る
。

　

当
初
か
ら
出
版
作
業
の
指
導
に
あ
た
っ
た
大
阪
大
学
出
版

会
の
川
上
展
代
さ
ん
は
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
こ
う
語
る
。

「
学
生
は
授
業
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
は
じ
め
は
皆
受
け

教
科
書
か
ら
一
般
書
籍
づ
く
り
へ
。

不
慣
れ
な
活
動
が
学
生
を
変
え
始
め
る

「
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

早
く
本
の
形
に
な
る
の
を
見
た
い
で
す
」

川上展代さん
（大阪大学出版会編集部）
大阪大学ＯＧでメンバーのお姉さん
的存在。本来の職務は編集だが、本プ
ロジェクトでは、販売関連のイベント
にも学生たちと一緒に参加した。

フェイスブックとツイッターに使
われているロゴマークも学生の
制作。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─　
　
　
　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
導
く
、未
来
へ
の
実
践
能
力
。

知
の
創
造
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大学の授業から１冊の書籍が誕生するまで。──大阪大学Episode 2

E
テ
レ
の
「
す
イ
エ
ん
サ
ー
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
「
最
終
的
に
残
っ
た
学
生
は
半
分
以
下
に
な
り
ま
し
た
が
、

全
員
も
の
す
ご
く
成
長
し
ま
し
た
。
成
功
ば
か
り
で
な
く
、

失
敗
し
た
こ
と
も
成
長
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
人
と

対
等
な
立
場
に
立
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、

学
生
た
ち
は
大
変
た
く
ま
し
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
」
と
松

行
准
教
授
。
最
後
に
メ
ン
バ
ー
中
最
年
少
で
、
デ
ザ
イ
ン
・

編
集
を
担
当
し
た
大
成
晴
華
さ
ん
（
文
学
部
１
年
）
が
「
い

つ
も
自
分
が
手
に
し
て
い
る
本
が
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

の
手
を
経
て
い
る
な
ん
て
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」と
感
想
を
述
べ
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
り
、
教
員
へ
の
執
筆
依
頼
、
連
絡

を
一
手
に
引
き
受
け
た
平
野
さ
ん
が
次
の
よ
う
に
締
め
く

く
っ
た
。「
本
当
に
や
っ
て
て
良
か
っ
た
。
原
稿
が
本
の
形

に
な
る
の
を
早
く
見
た
い
で
す
」

　

企
画
か
ら
２
年
半
。「
シ
ョ
セ
キ
カ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

学
生
と
社
会
人
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
の
創
造
の
産
物
と
し
て
書

籍
を
１
冊
上
梓
す
る
。
本
づ
く
り
を
題
材
と
し
た
ア
ク
テ
ィ

て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
が
他
の
授
業
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
一
見
自
由
に
見
え
て
も
結
果
が
シ
ビ
ア
に

問
わ
れ
る
。
だ
か
ら
学
生
も
本
気
で
し
た
ね
」
と
中
村
准
教

授
は
語
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
画
期
的
な
の
は
、
本
づ
く
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
す
べ
て
を
学
生
た
ち
に
経
験
さ
せ
た
こ
と
。
企
画
、

コ
ン
ペ
で
の
プ
レ
ゼ
ン
に
始
ま
り
、
原
稿
依
頼
、
コ
ラ
ム
執

筆
、
本
の
装
幀
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
の
情
報
発
信
、
他
大
学
と
の
コ

ラ
ボ
、
書
店
や
図
書
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
広
報
・
販

売
等
々
、
普
段
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
、
た
く

さ
ん
経
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。

　

昨
年
10
月
に
紀
伊
國
屋
書
店
の
協
力
で
同
書
店
の
サ
イ
ト

「
書
評
空
間
」に「
シ
ョ
セ
キ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
特
設
ペ
ー

ジ
が
開
設
さ
れ
、「
阪
大
生
を
作
っ
た
１
０
０
冊
」
の
本
を

紹
介
。
同
月
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
店
で
「
一
冊
一
会
」
と
称
し

て
、
大
阪
芸
術
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
そ
の
本
を
展
示
販
売

し
た
。
翌
11
月
に
大
阪
・
梅
田
で
開
催
さ
れ
た
「
B
O
O
K 

E
X
P
O
2
0
1
3
」
に
参
加
し
て
製
作
中
の
本
を
P
R
。

同
じ
く
11
月
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子

を
撮
影
し
た
映
像
を
「
ハ
ン
ダ
イ
映
画
祭
」
に
出
品
し
て
入

賞
し
た
。
積
極
的
な
広
報
活
動
の
お
か
げ
で
、
読
売
、
朝
日

な
ど
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
も
増
え
、
12
月
に
は
N
H
K
・

ハンダイ映画祭一般部門・君の手でつくったで賞：「本をつくる～
『ショセキカ』 プロジェクトの軌跡」

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
は
、
学
生
の
潜
在
力
を
刺
激
し
、

大
い
に
成
長
さ
せ
た
。
考
え
る
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う

大
阪
大
学
の
自
由
な
発
想
は
、
こ
れ
か
ら
も
ま
た
新
し
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
、
独
自
の
「
知
の
発
信
」
を
し
続
け
る

こ
と
だ
ろ
う
。

紀伊國屋書店「一冊一会」フェアで、
大阪芸術大学とコラボレーションを
図る。

松行准教授、出版会の川上さんも加わり、談笑するメンバーたち。
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テ
レ
ビ
画
面
の
印
象
と
は
違
い
、
気
軽
に
呼
び
か
け

る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
よ
う
な
、
知
的
で
物
静
か
な
雰

囲
気
で
現
れ
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
ラ
ン
さ
ん
。
だ
が
、

開
口
一
番
「
ど
う
ぞ
、パ
ッ
ク
ン
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
気
さ
く
に
語
り
か
け
て
き
て
く
れ
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
成
績
は
オ
ー
ル

A
、
高
校
は
首
席
で
卒
業
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
水

泳
の
板
飛
び
込
み
、
陸
上
、
演
劇
、
合
唱
な
ど
数
え
切

れ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
小
さ
い
頃
に
両
親
が
離
婚
し
て
母
親
の
女
手
一
つ

で
育
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
10
歳
か
ら
18
歳
ま
で
新
聞

配
達
を
し
て
家
計
を
助
け
た
と
い
う
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
に
入
っ
た
理
由
を
こ
う
話
す
。

　
「
自
分
は
能
力
に
恵
ま
れ
、
何
で
も
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
ど
の
有
名
大
学
で
も
受
か
る
と
慢
心
し

願
書
作
成
の
手
を
抜
い
た
せ
い
か
、
結
果
受
か
っ
た

の
が
ハ
ー
バ
ー
ド
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
！ 

皆
か
ら
な

ぜ
っ
て
聞
か
れ
る『
比
較
宗
教
学
』と
い
う
学
部
の
選
択

も
、
単
に
友
達
に
誘
わ
れ
た
だ
け
な
ん
で
す
…
」

　

日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、「
英
語
の
先
生

と
し
て
福
井
県
に
行
く
幼
友
達
か
ら
誘
わ
れ
た
か
ら
で

す
。
日
本
へ
の
関
心
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
し
、
日
本

は
単
に
お
金
持
ち
の
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
だ
っ
た

日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た「
パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
」の
パ
ッ
ク
ン
こ
と
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・ハ
ー
ラ
ン
さ
ん
。当
時
、ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
を
卒
業
し
た
異
色
の
イ
ン
テ
リ
お
笑
い
芸
人
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
。

今
や
俳
優
、
司
会
者
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
、マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
現

在
は
東
京
工
業
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
る
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
両
方
の
視
点
を
持
つ
パ
ッ
ク
ン
は
、
日
本
の
文
化
、
そ
し
て
日
本
の
大

学
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

パ
ト
リ
ッ
ク・ハ
ー
ラ
ン

撮影／鈴木理策 グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て

卓
越
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
。

受
験
し
て
合
格
し
た
の
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
だ
け
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テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
番
組
に
も
出
る
よ
う
に
な
っ
て
…
。

あ
ま
り
に
ス
ム
ー
ズ
で
下
積
み
生
活
の
苦
労
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
全
部
流
れ
に
沿
っ
て
浮
い
て

い
る
状
態
で
す
ね
。一
度
も
自
分
で
舵
を
切
っ
た
覚
え

は
な
い
ん
で
す
」

　

来
日
も
お
笑
い
の
世
界
に
入
っ
た
の
も
成
り
行
き
、

と
笑
っ
て
語
る
パ
ッ
ク
ン
だ
が
、
挑
戦
す
る
場
所
を

選
ぶ
に
は
そ
れ
な
り
の
勇
気
が
要
っ
た
は
ず
だ
。　

「
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
、間
な
ど
、ア
メ
リ
カ
の
お
笑
い
と

は
全
然
違
い
ま
す
。
で
も
、役
者
も
目
指
し
て
い
る
し
、

お
笑
い
以
外
の
い
ろ
ん
な
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

そ
う
い
う
こ
と
す
べ
て
が
自
分
の
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
様
々
な
違
い
を
知
っ
て
学
ん
で
い

く
こ
と
が
す
ご
く
面
白
い
。
そ
れ
が
外
国
で
生
き
る
と

い
う
こ
と
の
醍
醐
味
の
一
つ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　

パ
ッ
ク
ン
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
氏
の
推

薦
で
、
現
在
、
東
京
工
業
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
非
常
勤
講
師
と
な
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
国
際
関
係
」
を
教
え
て
い
る
。

　
「
僕
は
学
問
と
し
て
の
国
際
関
係
に
関
し
て
は
素
人

な
の
で
、
自
分
な
り
に
勉
強
し
て
学
生
に
問
題
提
起
し

て
い
ま
す
。
常
に
広
い
視
野
で
世
界
に
関
心
を
持
っ
て

欲
し
い
か
ら
。
僕
が
プ
ロ
と
し
て
教
え
て
い
る
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
の
は
、
思
っ
た
こ
と
を
言
う
だ
け
で
は
ダ
メ
な

ん
で
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
の
か

を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
仕
方
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン

の
で
、
日
本
に
行
け
ば
稼
げ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

ら
、
僕
が
着
い
た
１
９
９
３
年
は
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し

ち
ゃ
っ
て
い
て
…
」

　

さ
す
が
笑
い
を
職
に
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
自
身
の

経
歴
に
関
し
て
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
て
く
れ
た
。

　

福
井
県
で
は
英
会
話
講
師
と
し
て
働
い
た
。
日
本
語

は
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か
ら
独
学
で
学
ん
だ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
年
後
に
は
日
本
語
能
力
検
定
試
験
１
級
を
取

得
し
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
の
脚
本
家
だ
っ
た
父
親
の

影
響
も
あ
っ
て
か
、
学
生
の
頃
か
ら
役
者
志
望
だ
っ
た

た
め
、
福
井
で
も
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
に
参
加
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
役
者
と
し
て
の
大
成
を
志
し
て
、
東
京
へ
出

て
行
く
こ
と
と
な
る
。

　
「
ダ
メ
も
と
で
行
っ
て
み
た
の
で
す
が
、偶
然
相
方
の

マ
ッ
ク
ン
と
知
り
合
い
に
な
り
、
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
お

笑
い
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
、
ほ
か
の
人
を
説
得
し
動
か
す
テ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
な
ど
、
色
々
な
技
術
を
磨
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
で
も
、
そ
れ
は
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
た

り
、
相
手
を
論
破
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
自
分

の
考
え
を
正
し
く
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
伝

え
方
が
大
事
な
ん
で
す
。
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
や
方
程

式
を
、
僕
の
お
笑
い
の
経
験
な
ど
を
交
え
な
が
ら
教
え

て
い
ま
す
」

　

笑
い
が
た
く
さ
ん
起
こ
る
授
業
に
は
、
毎
回
大
勢
の

学
生
が
押
し
か
け
、熱
心
に
耳
を
傾
け
る
。し
か
し
、「
す

ご
い
量
の
宿
題
を
出
す
か
ら
、
学
生
の
数
は
最
初
の

３
０
０
人
か
ら
90
人
く
ら
い
ま
で
減
る
」
ら
し
い
。

　

日
米
の
大
学
生
を
知
る
パ
ッ
ク
ン
が
、そ
の
違
い
を
一

番
感
じ
る
の
は
、ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
だ
。

　
「
日
本
の
大
学
生
は
、
基
礎
知
識
は
す
ご
く
持
っ
て

い
ま
す
。
国
立
大
学
に
合
格
す
る
学
生
は
、
博
学
だ
し

学
力
も
と
て
も
高
い
。
だ
け
ど
、
自
分
の
考
え
を
伝
え

る
の
が
下
手
で
す
。
会
話
で
自
分
の
知
ら
な
い
話
が
出

た
時
、
目
の
前
の
相
手
に
『
そ
れ
っ
て
な
に
？
』
と
聞

き
た
い
け
ど
言
い
出
せ
な
い
。
後
で
ス
マ
ホ
で
そ
っ
と

調
べ
る
ん
だ
ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
自
分
の
意
見
を
は
っ

き
り
言
っ
て
、
議
論
す
る
こ
と
も
苦
手
で
す
」

　

確
か
に
日
本
で
は
対
立
し
た
意
見
は
そ
の
場
の
空
気

を
乱
す
と
思
わ
れ
て
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
。
意
見
を
異
に

す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
人
の
人
格
ま
で
否
定
す
る
こ

と
と
、
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
はD

on ,t take it personally

と

い
っ
て
、
議
論
を
個
人
的
な
も
の
に
は
結
び
つ
け
ま
せ

ん
。
意
見
は
異
な
っ
て
当
た
り
前
。
だ
か
ら
、
自
分

の
考
え
は
、
は
っ
き
り
伝
え
た
方
が
い
い
。
日
本
で

は
、
例
え
ば
僕
が
『
T
P
P
に
つ
い
て
ど
う
思
う
？
』

と
聞
き
、『
い
や
ぁ
、
農
業
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う

挑
戦
と
経
験
の
積
み
重
ね
が

広
い
視
野
を
与
え
て
く
れ
る

プ
ロ
と
し
て
教
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
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ん
じ
ゃ
な
い
か
と
怖
い
な
ぁ
』
と
い
う
学
生
の
答
え
に
、

『
で
も
、
何
で
農
業
だ
け
特
別
に
守
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
の
か
な
？
』
と
聞
き
返
す
と
、『
あ
、
そ
う
で
す
ね
、

す
み
ま
せ
ん
。
へ
へ
』
っ
て
、
別
に
こ
ち
ら
の
意
見
を

一
方
的
に
押
し
付
け
る
わ
け
で
も
な
く
、
相
手
の
人
格

を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
議
論
に
な
ら

ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
と
き
は
『
い
や
、
農
業
は
国
の
根
幹
だ
か
ら
、
絶

対
守
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
』
な
ど
の
相
手
の
主

張
を
元
に
議
論
が
し
た
い
、
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
そ

う
し
な
い
と
、
お
互
い
の
本
当
の
気
持
ち
が
伝
わ
ら
な

い
か
ら
。
テ
レ
ビ
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
『
こ
の
問
題

は
国
民
の
議
論
が
必
要
で
す
』
と
発
言
し
て
い
る
の
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
居
酒
屋
と
か
で
み
ん
な
が
そ
の

問
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
姿
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど

見
か
け
な
い
で
し
ょ
う
。
学
生
た
ち
に
は
身
近
な
問
題

を
手
始
め
に
、
も
っ
と
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

情
報
が
瞬
時
に
世
界
を
駆
け
め
ぐ
り
、
そ
の
影
響
が

国
を
越
え
て
及
ぶ
よ
う
な
今
の
時
代
に
、
大
学
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

　
「
日
本
に
は
世
界
を
引
っ
張
っ
て
い
く
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
て
、
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ

に
そ
の
人
材
を
育
て
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に

は
素
晴
ら
し
い
文
化
や
伝
統
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、

謙
遜
の
美
徳
で
そ
れ
を
出
さ
な
い
。
押
し
が
弱
い
。
特

徴
を
う
ま
く
押
し
出
し
て
、
日
本
の
い
い
と
こ
ろ
や
思

う
と
こ
ろ
を
世
界
に
示
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
日
本
の
大
学
教
育
は
、
学
生
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と

参
加
型
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
基
礎
知
識

に
あ
ふ
れ
た
学
生
に
さ
ら
な
る
知
識
を
“
入
力
”
す
る

方
法
よ
り
、
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
学
生
を
も
っ
と

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
、“
出
力
”
さ
せ
る
方
向
に
力

を
入
れ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
授

業
中
、
教
授
が
講
義
す
る
時
間
よ
り
学
生
同
士
が
討
論

す
る
時
間
を
長
く
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
」

　

ま
た
、
パ
ッ
ク
ン
は
自
身
の
経
験
か
ら
、
学
寮
制
度

を
ぜ
ひ
増
や
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
話
す
。
ハ
ー
バ
ー

ド
で
は
１
年
生
全
員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
あ
る
学

寮
に
入
り
、
２
年
生
か
ら
４
年
生
は
、
12
あ
る
ハ
ウ
ス

と
呼
ば
れ
る
寮
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
各
ハ
ウ
ス
に

は
、食
堂
、図
書
館
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
が
備
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
伝
統
や
特
長
が
あ
る
。
同
じ
ハ

ウ
ス
に
暮
ら
す
3
5
0
～
5
0
0
人
の
学
生
た
ち
は

上
級
生
、
下
級
生
に
関
わ
り
な
く
交
流
し
、
授
業
や
学

生
生
活
、
社
会
問
題
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
い
う
。

　
「
学
生
は
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
い
ろ
ん
な
州
か
ら
来

て
い
た
し
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
も
い
ま
し
た
。
考
え

方
も
生
活
習
慣
も
宗
教
も
違
う
の
で
、
そ
れ
こ
そ
議
論

も
年
中
闘
わ
せ
た
。
４
年
間
の
共
同
生
活
で
得
た
も
の

は
、
そ
の
後
の
自
分
の
骨
格
を
作
っ
た
と
も
い
え
る
非

常
に
貴
重
な
体
験
で
し
た
」

　

最
後
に
日
本
の
若
者
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
に
な
る

た
め
に
、
何
が
必
要
に
な
る
の
か
を
尋
ね
て
み
た
。

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
の
出
来
事
を
知
る
こ
と
も
大

切
で
す
。世
界
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、日
本
を
考
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
。で
も
、人
と
会
っ
て
自
分
の

考
え
を
伝
え
、議
論
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。自
分
や

日
本
の
こ
と
だ
け
に
し
か
興
味
を
持
た
な
い
の
で
は
な

パトリック・ハーラン（パックン）
1970年アメリカコロラド州出身。93年ハー

バード大学比較宗教学部卒業。その後来日

し、福井県で英会話講師として勤務。96年

に上京し、97年吉田眞と漫才コンビ「パック

ンマックン」を結成。情報番組のレギュラー

を務めるなどテレビ、ラジオに多数出演する。

2003年からはNHK「英語でしゃべらナイ

ト」にレギュラー出演後、MCや俳優などで

も活躍。12年には東京工業大学リベラルアー

ツセンター非常勤講師に就任。著書に「パッ

クンマックン★海保知里の笑う英作文」など

多数。春には東工大の授業をまとめた「ツカ

む！話術」（角川oneテーマ21）を4/10発売。

く
、物
事
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
て
創
造
力
を
膨
ら

ま
せ
て
、人
々
や
世
界
に
関
心
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
の
体
験
を
ベ
ー
ス
に
今
、
日
本

の
国
立
大
学
で
、
学
生
に
日
本
が
世
界
を
牽
引
し
て
い

く
た
め
の
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
教
え
て
い
る

パ
ッ
ク
ン
。
日
本
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
も
っ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
か
な
く
て
は
と
、

日
々
独
自
の
授
業
を
展
開
す
る
。
日
米
両
方
の
文
化
を

知
る
国
際
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

学
生
が
議
論
を
す
る
機
会
を
増
や
し
て

発
信
す
る
力
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
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中
国
・
四
国
支
部
●

日
本
最
古
の
博
物
館
が
あ
る

緑
の
オ
ア
シ
ス
、北
海
道
大
学
植
物
園北海

道
大
学

日
本
初
の
電
子
顕
微
鏡
が
伝
え
る

先
達
の
探
究
心
と
情
熱

東
北
大
学

国
立
総
合
大
学
初
の
美
術
館
誕
生
！

文
化
を
紡
ぐ
、
佐
賀
大
学
美
術
館

佐
賀
大
学

市民・学生に芸術の
魅力を発信する
鳥取大学芸術文化センター

鳥取大学　　

北
海
道
支
部
●

九
州
支
部
●

東
北
支
部
●

　

札
幌
市
民
の
憩
い
の
場
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
１
日
に
約
２
百
人

が
訪
れ
る
北
海
道
大
学
植
物
園
。
広

大
な
園
内
に
は
約
４
千
種
類
の
植
物

が
育
成
さ
れ
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
札
幌
市
街
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
か
の
よ
う
な
別
世
界
が

体
感
で
き
る
。

　

園
の
歴
史

は
１
８
７
７

年
、
北
海
道

大
学
の
前
身
、

　

芸
術
文
化
の
発
展
を
担
う
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
育
成
を
目
指
し
て
設
立

さ
れ
た
、
鳥
取
大
学
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
。
施
設
内
の
ミ
ニ
劇
場
「
ア
ー

ト
プ
ラ
ザ
」で
は
、
県
内
在
住
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
・
演
劇
・
舞
踊

な
ど
の
公
演
や
芸
術
文
化
の
講
演
会

の
ほ
か
、
一
流
の
演
奏
に
間
近
に
触

れ
る
た
め
に
海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

演
奏
会
を
行
う
な
ど
、
市
民
や
学
生

に
芸
術
の
魅
力
を
発
信
し
、
芸
術
を

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

　

他
に
も
ダ
ン
ス
と
音
楽
、彫
刻
と

工
芸
、デ
ザ
イ
ン
と
絵
画
の
活
動
の

た
め
の
３
つ
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
や

演
習
室
が
あ
り
、専
門
教
員
の
指
導

の
も
と
、地
域
学
部
地
域
文
化
学
科

芸
術
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
が
、音
楽
・

美
術
等
の
理
論
や
実
践
、ア
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、美
術
展
等
の
企
画
・
運

営
な
ど
多
様
な
分
野
を
学
ん
で
い
る
。

札
幌
農
学
校
の
初
代
教
頭
の
ク
ラ
ー

ク
博
士
が
、
植
物
学
の
教
育
に
は
植

物
園
が
必
要
で
あ
る
と
開
拓
使
に
進

言
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
敷
地
内
に

は
重
要
文
化
財
の
レ
ト
ロ
な
洋
風
建

築
が
立
ち
並
び
、
そ
の
中
に
現
役
の

施
設
と
し
て
日
本
最
古
の
博
物
館
が

あ
る
。
明
治
中
期
に
絶
滅
し
た
エ
ゾ

オ
オ
カ
ミ
や
、
南
極
観
測
で
活
躍
し

た
樺
太
犬「
タ
ロ
」の
剥
製
が
展
示
さ

れ
、
入
口
で
は
迫
力
あ
る
ヒ
グ
マ
の

剥
製
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

遅
れ
て
わ
ず
か
４
年
の
こ
と
で
、
先

達
の
探
究
心
と
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
電
子
顕
微
鏡
は
、
ナ
ノ
テ
ク

の
重
要
な
基
盤
技
術
で
あ
り
、
日

本
の
誇
る
電
子
顕
微
鏡
技
術
の
出

発
点
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
存
在
。

２
０
１
３
年
、
日
本
分
析
機
器
工
業

会
・
日
本
科
学
機
器
協
会
の
認
定
事

業
「
分
析
機
器
・
科
学
機
器
遺
産
」＊

に「
最
初
期
の
表
面
電
子
顕
微
鏡
」と

し
て
認
定
さ
れ
た
。

奏
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
会
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

外
壁
が
全
面
ガ
ラ
ス
張

り
と
い
う
純
白
の
空
間
は
、

開
放
的
で
親
し
み
や
す
く
、

展
示
室
に
は
様
々
な
展
示

形
態
に
対
応
す
る
移
動
型

展
示
壁
を
設
置
。学
外
の
誰

も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

カ
フ
ェ
を
併
設
し
、地
域
と

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
北
大
学
多
元
物
質
科
学
研
究
所

資
料
室
に
は
、
1
9
3
6
年
に
製
作

さ
れ
た
日
本
初
の
電
子
顕
微
鏡

が
ほ
ぼ
当
時
の
姿
で
保
存
さ
れ

て
い
る
。
記
録
で
は
こ
の
年
、

東
北
大
学
と
大
阪
大
学
で
電
子

顕
微
鏡
の
先
駆
け
と
な
る
「
表

面
電
子
顕
微
鏡
」が
製
作
さ
れ

た
と
あ
り
、
電
子
顕
微
鏡
開
発

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
ド

イ
ツ
の
ル
ス
カ
博
士
の
開
発
に

　

佐
賀
大
学
は
、
２
０
１
３
年
10
月
、

「
旧
佐
賀
大
学
」と「
佐
賀
医
科
大
学
」

と
の
統
合
１
０
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て「
佐
賀
大
学
美
術
館
」を
建
設
し

た
。
教
育
・
研
究
へ
の
有
意
義
な
活

用
と
地
域
・
社
会
貢
献
を
目
指
し
た
、

国
立
総
合
大
学
初
の
美
術
館
で
あ
る
。

代
表
的
な
美
術
・
工
芸
作
品
や
同
大

学
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
資
料
を
展

示
・
公
開
す
る
ほ
か
、現
役
学
生
や
教

員
の
作
品
展
を
開
催
。
講
演
会
や
演

日
本
全
国
の
国
立
大
学
で
は
、文
化
財
指
定
の

歴
史
的
建
造
物
か
ら
、芸
術
・
文
化
施
設
、

最
先
端
の
研
究
施
設
な
ど
の
多
く
の
施
設
を

併
設
し
、地
域
の
人
々
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
そ
の
中
か
ら

４
カ
所
の
施
設
を
紹
介
す
る
。

（
＊
日
本
国
民
の
生
活
・
経
済
・
教
育
・
文
化
に
貢
献
し
た
貴
重
な
分
析
技
術
／
分
析
機
器
や
科
学

　機
器
を
、文
化
的
遺
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
2
0
1
2
年
に
ス
タ
ー
ト
。）

植
物
園
の
中
に
あ
る
博
物
館
本
館
。（
工
事
の
た
め
、
4
月
29
日
か
ら
11

月
3
日
ま
で
文
化
財
建
築
群
の
見
学
を
休
止
し
ま
す
。）

夜の照明が美しい
佐賀大学美術館。

（通常夜間開館は
  おこなっていません。）

アートプラザで開催されたダンスイベント「ダンスポケット」のステージ。

日本最初の電子顕微鏡。
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海
事
の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
様
々
な

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
東
京
海
洋
大
学
。
日
頃
か
ら
支
援
活
動
を

希
望
し
て
い
た
川
島
進
さ
ん
、
稲
垣
彬
さ
ん
、

則
武
洋
輝
さ
ん
は
、
指
導
教
員
か
ら
「
気
仙

沼
で
小
学
生
に
向
け
て
、
海
洋
大
ら
し
い
体

験
学
習
を
実
施
で
き
る
学
生
を
募
集
し
て
い

る
」と
聞
き
、
す
ぐ
に
参
加
を
決
め
た
。

　
「
海
に
続
く
鉄
道
の
利
点
と
重
要
性
」を
説

明
し
た
川
島
さ
ん
は
「
子
供
た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
鉄
道
模
型
の
運
転
を
行
い
、

気
仙
沼
線
の
車
両
の
ペ
ー
パ
ー
モ
デ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
気
仙
沼
線
が
復
旧
し

た
ら
列
車
で
出
か
け
た
い
と
い
う
声
も
あ
が

り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
が
伝
わ
っ
た

と
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
」と
言
う
。

　
「
手
旗
信
号
の
実
演
、
体
験
教
室
」を
行
っ

　

総
合
研
究
大
学
院
大
学
物
理
科
学
研
究
科

機
能
分
子
科
学
専
攻
の
望
月
建
爾
さ
ん
の
論

文
が
、
英
科
学
誌
『
N
a
t
u
r
e
』に
掲
載

さ
れ
た
。
研
究
課
題
は「
氷
の
融
解
」。
氷
の

結
晶
構
造
が
崩
壊
し
、
解
け
て
水
に
な
る
仕

組
み
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
解
明
し
た
も
の
で
、
様
々
な
化
学
物
質

の
構
造
や
水
を
含
む
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
が

変
わ
る
仕
組
み
を
解
明
す
る
の
に
役
立
つ
と

い
う
。

　

望
月
さ
ん
が
こ
の
研
究
を
始
め
た
の
は
名

古
屋
大
学
４
年
の
時
。
水
や
タ
ン
パ
ク
質
の

構
造
や
運
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
て
い

た
時
、
研
究
室
の
大
峯
教
授
か
ら
「
氷
の
融

解
の
研
究
を
し
て
み
な
い
か
」と
勧
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
同
じ
分
子
か
ら
で
き
て
い

る
の
に
、
構
造
や
運
動
が
全
く
異
な
る
氷
と

水
。
そ
の
二
つ
を
繋
ぐ
の
が
融
解
。
安
定
し

た
構
造
を
い
か
に
破
壊
す
る
の
か
？
相
転
移

の
不
思
議
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
そ
の
後
の
研
究
は
非
常
に
長
い
道
の
り

で
し
た
。
あ
り
ふ
れ
た
現
象
か
ら
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
発
見
す
る
事
は
大
変
な
作
業
で
し
た
。

そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
結
果
が
出
て
き
た
矢
先
、

研
究
室
が
消
滅
し
た
た
め
、
博
士
課
程
を
中

退
し
て
一
時
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の

た
稲
垣
さ
ん

は「
子
供
た
ち

が
実
際
に
体

験
で
き
る
よ

う
、
割
箸
と

画
用
紙
で
小

さ
な
手
旗
信

号
を
作
っ
て
、

配
布
し
ま
し
た
。
手
旗
信
号
の
実
演
で
文
字

当
て
ゲ
ー
ム
も
行
い
ま
し
た
が
、
皆
熱
心
に

参
加
し
て
く
れ
て
感
動
し
ま
し
た
」と
話
す
。

　
「
海
の
波
の
音
を
つ
く
ろ
う
！
」と
い
う
企

画
を
立
て
た
則
武
さ
ん
は
「
ザ
ル
や
箱
、
小

豆
や
ビ
ー
ズ
を
使
い
、思
い
思
い
の
波
の
音

を
作
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、大
賑
わ
い

で
N
H
K
の
地
域
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
る

ほ
ど
で
し
た
」と
盛
況
ぶ
り
を
語
る
。終
了

後
の
稲
垣
さ
ん
の
「
海
の
楽
し

さ
、面
白
さ
を
伝
え
て
い
く
こ

と
は
海
洋
大
で
学
ぶ
我
々
の
使

命
だ
と
思
う
し
、子
供
達
が
海

を
好
き
に
な
っ
て
今
以
上
に
笑

顔
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
」と
い
う
言
葉
ど
お
り
、こ

う
し
た
小
さ
な
力
の
結
集
こ
そ

が
被
災
地
を
変
え
て
い
く
。

後
、
恩
師
大
峯
教
授
が
分
子
化
学
研
究
所
の

所
長
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
今
の
大
学
の
博

士
課
程
に
入
学
し
て
研
究
を
再
開
し
た
ん
で

す
」と
語
る
。

　
「『
宇
宙
に
隣
人
は
い
る
の
か
』と
い
う
本

を
読
ん
だ
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
し
た
。

「
生
命
と
は
何
か
？
」と
い
う
疑
問
を
追
い
求

め
る
事
が
職
業
に
な
る
事
を
知
り
、
研
究
者

を
目
指
し
た
ん
で
す
」と
い
う
言
葉
ど
お
り
、

少
年
時
代
か
ら
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
望
月
さ

ん
。
次
な
る
疑
問
解
明
に
向
け
、
さ
ら
な
る

研
究
の
日
々
が
続
く
。

気
仙
沼
の
小
学
生
た
ち
へ
贈
る

海
事
知
識
の
体
験
学
習

東
京
海
洋
大
学
／
川
島
進
さ
ん
、稲
垣
彬
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　

則
武
洋
輝
さ
ん

英
科
学
誌『
Na
ture
』に
掲
載
さ
れ
た

「
氷
の
融
解
」の
仕
組
み

総
合
研
究
大
学
院
大
学
／
望
月
建
爾
さ
ん

手旗信号を実演する稲垣さん。

鉄道模型で遊ぶ気仙沼の子供たち。

研究室での望月さん。後ろが『Nature』に発表した「氷の溶解」図。

鉄道の利点と重要性を教える川島さん。
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名
古
屋
大
学
経
済
学
部
４
年
の
鈴
木
亜

由
子
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年
ロ
シ
ア
の
カ

ザ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
27
回
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
夏
季
大
会
」で
、
陸
上
女
子
１
万
m

を
32
分
54
秒
17
で
金
メ
ダ
ル
、
陸
上
女
子

５
０
０
０
m
を
15
分
51
秒
47
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

　

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
は
、
世
界
の
17
歳
以

上
28
歳
未
満
の
大
学
・
大
学
院
の
学
生
を
対

象
に
、
２
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
総
合
競
技

大
会
。
今
大
会
は
１
６
２
の
国
と
地
域
か
ら

１
万
人
を
超
え
る
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加

し
、
日
本
は
メ
ダ
ル
総
数
84
個
と
、
ロ
シ
ア

に
次
ぐ
２
位
を
記
録
し
た
。

　

中
学
時
代
、
８
０
０
m
と
３
０
０
０
m
で

２
度
日
本
一
に
輝
い
た
鈴
木
さ
ん
だ
が
、
高

校
時
代
は
怪
我
に
悩
ま
さ
れ
、
将
来
を
見
据

　

世
界
中
の
人
々
が
輝
い
て
生
き
て
い
く

た
め
の
つ
な
が
る
奇
跡
を
生
み
出
す
「
つ

な
が
り
作
戦
」。
広
島
大
学
に
は
、
そ
ん

な
志
を
持
っ
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
O
P
E
R
A
T
I
O
N
つ
な
が
り
」が
存
在

す
る
。
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
に
、
有
志

３
人
が
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
の
が
発
足
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
今
や
総
勢
約
70
人
が
所

属
。
現
在
は
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
加
え
、
海
外
の
少
数
民
族
文
化
の
啓
発
活

動
を
通
し
た
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
を

元
気
に
す
る
た
め
の
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
展
開
し
、
新
聞
な
ど
数
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
、
復
興

え
た
結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
人
と
し
て
通
用
す
る
人
間
に

な
り
た
い
と
、
名
古
屋
大
学
進
学
を
決
め
た
。

　

自
分
自
身
を
鍛
え
る
た
め
と
、
自
宅
の
あ

る
愛
知
県
豊
橋
市
を
離
れ
大
学
の
近
く
で
一

人
暮
ら
し
を
し
、
男
子
部
員
に
ま
じ
っ
て
練

習
に
励
み
、
順
調
に
記
録
を
伸
ば
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
２
０
１
０
年
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
５
位
、
２
０
１
１
年
、
翌
年
の
日
本
学

生
選
手
権
優
勝
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
、
遂
に

今
回
の
学
生
世
界
一
に
輝
い
た
。

　

普
段
は
普
通
の
女
子
大
生
と
同
じ
よ
う
に

授
業
に
出
席
し
、
友
人
た
ち
と
学
食
に
足
を

運
び
、
男
子
学
生
や
授
業
の
話
題
に
花
を
咲

か
せ
る
鈴
木
さ
ん
。
卒
業
後
の
就
職
先
も
決

ま
り
、
次
に
目
指
す
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！
と
、

元
気
に
そ
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ
な
が
り
隊
」を

２
０
１
４
年
１
月
現
在
で
７
回
派
遣
し
、
仮

設
住
宅
で
被
災
者
の
手
伝
い
・
傾
聴
・
交
流
会

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
部
長
の

寺
本
芳
瑛
さ
ん
は
「
被
災
者
の
方
々
の
復
興

に
向
け
て
、
前
を
向
い
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
に
は
私
た
ち
自
身
も
励
ま
さ
れ
、
活
動
の

糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災
か
ら
時
間
も
経

過
し
、
仮
設
住
宅
か
ら
他
へ
移
る
方
も
増
え
、

残
っ
て
い
る
方
は
よ
り
寂
し
さ
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
も
心
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
こ
う
し
た
大
災
害
が
起

き
た
場
合
に
、
被
災
者
の
方
が
安
全
な
地
域

へ
速
や
か
に
避
難
・
移
住
・
生
活
が
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
環
境
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
」と
思
い
を
語
っ
た
。

　

寺
本
さ
ん
た
ち
が
広
島
か
ら
発
信
す
る
思

い
・
人
・
支
援
の「
つ
な
が
り
」は
、
ま
だ
ま
だ

広
が
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

第
27
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
陸
上
競
技
で

金
、銅
受
賞
の
快
挙
！

名
古
屋
大
学
／
鈴
木
亜
由
子
さ
ん

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
か
ら
生
ま
れ
た

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

広
島
大
学
／
O
P
E
R
A
T
I
O
N
つ
な
が
り

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

被災者への熱い思いを語る
震災復興ボランティア事業
部長の寺本芳瑛さん。

被災地の方と「つながり隊」のメンバーたち。

ラストスパートをかける鈴木さん。
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